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図 1 ジェランガムの構造 


























［実験］ナトリウムジェランガム（NaGG）50 mg に D2O 1 mL を加えて 1 時間膨
潤させた後，90 ℃の温水中に 1 時間入れて完全に溶解させた。その後，D2O 1mL
を加えて 2.5 wt% NaGG 重水溶液を調製した。赤外・ラマンスペクトル測定につ
いては，70-10 ℃の範囲で 2.5 ℃毎に降温測定を行った。また，溶媒にカチオン
を加えた場合や，pH を変化させた場合についても同様に実験した。  
［結果・考察］図 3にジェランガムの赤外スペクトルの温度変化を示す。1083 cm−1
に骨格振動である C-C,C-O 伸縮振動のバンド（νC-C,C-O）が観測され，1610 cm−1に
ゲル化の鍵を握るCOO−逆対称伸縮振動のバンド（νasCOO
−）が観測された。これ






























 図 5 にジェランガムのラマンス
ペクトルの温度変化を示す。















図 6 νsCH2の各温度に対するピーク位置（右） 
て，ラマン分光法からはジェランガムの流動性の評価ができた。  
